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古代日本の暦に就て（4）
S　　・　　1 生
赫代　の　暦
　　　天界勧
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　暦は，人の知る如く，人類が肚會生活を螢む爲めの必要上・自然の時を樋々
の輩位に分割して，その相互の關係を調整したものなのである・從って，暦の
根本的の要素は，野晒の交替により導かれて行く“日”と・それを積んで四季の
移り墾りによって促されて行く“年”との二つである・けれども・唯・輩なる
“僧”の累稜だけでは，未だ暦とは云へないのであって・日の集墨取潤たも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へう二2上の靴である“月”とか・‘‘年”とか云塒間靴が存在し洪相動關
係が整って居ることが必要なのであって，之が在って，始めて暦は成立する
　本居宣長の一考（「まごよみのかんカミへ」と鋤べきだと思ふが遭長の生
地なる松坂の人は「まれきかう」と呼ぶ）には・本朝の古代暦につき・吹の襟
な考察が載せられてある．
　　ぎき　　悸のはじめなども・きはやかにはあらす・肱も隊もなく・又・か喉
の肌占る月賄しかども・別敷てありつるなど・すべて軌らはぬに煎
れ共，然思ふは，ようつこまやかにこちたきをよきにする・後の世の心にこそ
あれ．上つ代は人の心も何もた貸ひろく大らかになむ有ければ・さて事はたり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　へ（中略），またかの室の月による月と・年の來経とを・しひてぴとつに合すわざ
などもなくて，た穿天地のあるがま製にてなむ有りげる』
之れ癩むと・我が國上代の暦は，自然に備はつた暦であったもの帯く解
するととが出來るが・これでは上に述べた暦の根本的要素には・遺憾ではある
が，合致しなV・のである．
　然し，我が町代に於て・既に暦の根本的要素である日月歳の観念が存在して
居て，何の程度まで・此の三つの時間軍位相互の關係が調整せられて居たかは
疑問ではあるが，兎に角，榊武天皇の御代になるに及んでは，少くとも甲寅の
一門來轡型礪敲の古儲力｛あっ姓季萱とが出繰るレ景行憩の
四十三年（皇紀773）頃に到っては・あの美夜受理費の御歌に・古代暦實在の謎
櫨を見ることが出來るのである．
　まこと紳代より暦があったのかア　藪に暫く本邦最古の史籍として名高い古
事・記と日本書紀について考察して見ることししやう．
　古事記を讃んで見ると・上巷は天御中主榊から鵜草葺不合命まで・帥ち，紳
代の物語であって・極めて紳秘的な神話のみを以て綴られて居窮中巻以下は
上巻とは明瞭に異った形式で，聯武天皇より以後の物語を，天皇御一代毎に，
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系統的に記述せられて居るのを知る．
　祠1代の物語では，先づ天地及び國の成立のことを述べてあるが，伊舞諾尊，
二戸存再尊の爾紳が國を御生玲になり，又，多くの神々を生み給ふたが，最後に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんさ伊鼻二尊は火の神を御生みになった爲め，途に紳去り給ふたのであった．伊弊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　もつくに諾尊は忌詞露鋒を相見んと御思ひになり，跡を追って黄泉國に往き給ふた．然
し，黄泉國が恐ろしくなり，伊辞山回は高天原へ逃げ蹄らんとせられたが，其
時，伸一再奪が自ら追って來られたので，二丁三尊は千引石を置いて途を塞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しぎ，夫婦の契を絶つ誓を立て給ふた時，伊鼻再三の言はれるには，『此く爲たま
　　　　　　　　　　　　　　　くび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みぼし　　　　　　　　　　　　ちびミ　　　　 ひど ひみましくには讐，白白の人草，一日中千人を絞り殺さむ』と．之に回し伊排諾尊は，『汝，
撚たまは。，吾は囎蒔晶の人を産み出ださむ』と云はれた事が載って
居るのであるが亀始めて藪に“一日”と云ふ文字が現れて居る・
　さて，天冷感紳は，御子天二二耳命を豊葦原の水穗國に天降し給ふたが，7k
　　　　　　　　　　　　　　あめノほひのかみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　み穗國は甚だ喧がしかったので，天何事神を遣したが，大國主神に媚附いて，三
ピせ　　　　　　かへりきこ年になるまで復奏せすとある．即ち，年が玄玄に至って始めて設されて居るので
　　　　　　　　　　　　　つか　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むすめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ピせ　　　　　　　　　あめのわかひこある．そして，叉，天一日子を遣したが，大國主紳の下下照比費を婆り・八年
　　　　　かへりこε　　　　　　　　　ほをりのみこε　　　εよたよひめ　　　　　　みに至るまで復奏せすとあり，その後，手遠理命が海示申豊玉毘費の所へ行き，三
塁醐期読みたま談事忌え肥る．其他「鞘∬熱∬尋勧
　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　いくか　　　　　や か ぞくるひ「其の夜」，「明日の夜」，「八日八夜」，「幾日」，「日を限りて」等の文字が散見さ
　　　　　　か　や　　よやれる．猫「入日入夜」とあるから，此の時代には書夜を別々に歎へた事が窺ひ
知ることが出駕るのである．このことは，同じ古事記の景行天皇の條に・日本
　　　　　　　　　　　　さかをりのみや　　ま武尊が關東を越えて甲斐國酒折宮に坐しませる時，
　　　にひばh　　　　　　　　　　　　　　　　　　い《よ　　　に　　　新治（地名）筑波を過ぎて，幾夜か宿つる
　　　　　　　　み　ひたき　　　おきなと問ひ給ふた際，御火焼の老人績けて，
　　　か　がなべ　　　　よ　　　　こし　　　　　ひ　　　　ピをか
　　　　　　　　　　　　　　　日には：十日目日日並て，夜には九の夜，
と答へたことが載って居るのを見ても，容易に判るのである．即ち・日敏を数
　　　　こトのよ　　ざをかへると，晶晶と十日とになると云ふのである・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひる　こ　次に，日本書紀紳代の巻を見ると，乱心二尊，伊弊一二が蛙児を生まれたが
己に三歳になるまで脚が立たなかった事が載って居る・書紀にも古事記と同じ
く「鞘↓「犠↓「焔λ勧「鐵∬皇挙∬鐸鯉川字思出す
ととが出來る．
　以上，我々は，神代に年と日との二つの時間軍位が用ひられて居たことを知
ったのであるが，此の二つの時間軍位が何んな具合に組合せられて居たかは，
剰然と分らない．そして特に注意を要するのは，二代にあっては，何月といふ
月の記載が全く無く，た讐月回尊の紳の御名が見えて居るのみで有ることであ
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　　　　　　　　　　　　　　　一．る．然し，月の．盈虚は何人にも分り易い時間寧位であるから，月と云ふ槻念は
もっと早くから存在して居たものと推定出回るの’である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つきたち　　　　　　ついたち此の擬蘇雌る読が懸’汚嘆誓居る・夫れは・肚筋功男とい槽
葉で，又，望帥ち誼，更に晦帥ち月待と云ふ語である．
　　　　　　　　　　　　めぐり室の月は二二＋九日で一廻するが・日波の後・酌方剛が駒かに職始
める頃酬と云？・そ棋以郷脳薦ちて鄭圓い形となつ纈を望妹
ひ・簸描に似て行って見えなくなる頃を紐云ったが・これは我が鞠
有の言葉であって洪の起源は甚だ古く沙くとも献天皇の御代以前から存
在して居たと考へることが出隔る．
元來，朔と云ふ無慮は談那から來た糟で・三品心えた蹴り軸程
を遡って，月の初め二つたので遡詑口ち朔構したと云はれて居るカ1，蝋
は後代に於て以前か励つた」YI一の「ついたち」と云ふ諌砒の朔の宇を翫
・侃だので・“つき”を“つい”と云ふのは鞭であると・本居宣長｝斌働
居る・2一れは一己記帳に1，’kせられて居る魚油囎でlt；、、晒骨
て一年犯つに分けて，赦泌とし・叉洪の四季の夫硫各々初・中燦
と三つ瞬けて云ふたのみで・忌月去月とは云はなかったと云ふ・そして一年
を＋二肌州て「むつき」「きさらぎ一1等洞姻鎚つけたの賑のeeで
多分仁一六（皇紀973－1059）頃から勲らうと云って居る・そし1，・歎一
ケ月を三献分け・禰の＋贈りを朔と云ひ・麺＋日詐り㌍磯餌
虚心りを晦と云ったと謂ふ漸くして灘四靴より・月は肋盈1・続により
別々に数へ，救と月との關係を一致せしめたものではなかったと云ふ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和15年3月28聡）
ea記伽でズの鮒のこ漣述べたが・琳㈱九年一蹴に・「抽寺代
の天xT／；；，t，jと題して澗曙姓王蛾燃の生瀟六1牡により鶴回
れ脂血都唱曲∫神癒六個妬脈よる日E＃　1・　a）　eとが鞭られ
　て居るから，併せて忌まれることを希望する．
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